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中堅中小企業の皆様に、現代的な

“人”マネジメントの視点から、

重要なニュースやノウハウをお届

けする月例『経営さぷりめんとニ

ュース』に、ご意見やご感想をお

寄せください！  

【気心が知れているだけでは…】 

 『お互いに気心が知れた組織なら、一丸となっ

て働くことは難しくないと考えていた』と、反省

の弁を述べる経営者がおられます。そして『後継

者候補として雇ったはずの娘でも、理解し合うに

は相当の年月が必要だった』と言うのです。 

 それは“親しさ”と“ビジネス上の協働”とは、

必ずしも比例しないという指摘でした。  

【不可欠となるビジネス活動上の相互理解】 

 では、ビジネス上の協働には何が必要なのでし

ょうか。言葉にすれば、“ビジネスに携わる者同

士としての相互理解”なのですが、実際上、それ

は簡単とは言えそうにありません。 

 ただ上から下に“指示”を出し、下から上に“成

果や問題”等を報告するというだけでは、相互理

解が深まるとは考えにくいからです。  

【経営陣の従業員理解だけでは不足？】 

 しかも、経営陣が従業員の能力や意欲を理解し

ただけでも不足でしょう。なぜなら、従業員が経

営陣の意図や価値観を感じ取れなければ、組織内

での自分の立ち位置を見つけにくいからです。 

【考える材料を引き出すコミュニケーション】 

 さて、そんな時、社内で“どのような”コミュ

ニケーションをとることを心掛ければ良いので

しょうか。 

 冒頭で反省の弁を述べた経営者は、いわゆる

“日常的な業務”を具体的な題材にして、“適性”

と“有用性”と“満足度”に焦点を当てて話し合

うと、『コミュニケーション内容が自然な流れの

中で深まりやすくなる』と言われるのです。  

【なぜそんな風に言えるのか？】 

 その経営者は、“どのような体験と成果”から、

そんな“感じ方”に至ったのでしょうか。そこで、

その経営者の体験の要点を、事例で追いながら取

りまとめたマネジメント・レポートを、ご用意す

ることと致しました。  

【マネジメント・レポートを差し上げます！】 

経営陣にも従業員にも、迷いや戸惑いが発生し

やすい昨今の“組織マネジメント”の中で、ぜひ

このレポートをお役立て頂きたい。詳しくは、レ

ポートでご確認ください。有料定期購読希望をお

知らせ頂ければ、pdf で送ります。 

★★★★★ 社労士ネットワークがお届けする⇒“経営さぷりめんとニュース”第 253 号 ★★★★ 

強い組織、強い現場を

作るための、やさしい

現代マネジメント！ 

【成果を出す組織を作るマネジメント】シリーズ 

現場にも経営陣にも“元気”が出る対話法 

社内でのコミュニケーションには、単にお互いを知り合うとか、お互い

の現状を把握するとかのレベルを超えて“一貫した目的性”を持たせるべ

きだという考え方があります。そうしなければ、多忙な中でコミュニケー

ション時間を作る意味が薄くなるからだと言うのです。 

そしてその時の“一貫した目的性”は、働きやすさや成果の出しやすさに

向けるべきだともされるのです。では、それはどんなコミュニケーション

なのでしょうか。そこには“評価”が重要な働きをしていそうなのです。 


